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平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
０
８
億
５

０
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
分
野
で
は
、
子
育
て

支
援
と
し
て
、
こ
ど
も
医
療
費
支

給
事
業
の
対
象
年
齢
を
通
院
分
も

中
学
校
修
了
ま
で
引
き
上
げ
、
ま

た
市
立
病
院
再
整
備
で
は
新
病
院

の
実
施
設
計
等
を
進
め
ま
す
。

　

生
活
・
環
境
分
野
で
は
、
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
自
主
防
災

組
織
の
資
機
材
整
備
や
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
り
、
災

害
に
対
す
る
備
え
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
焼
却
施
設
で
の
焼
却

熱
に
よ
る
発
電
の
余
剰
電
力
の
売

電
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

都
市
基
盤
分
野
で
は
、
庄
和
イ

　

歳
入
で
は
、
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
と
繰
越
金
を
増
額
し
、
財
源

を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
使

用
料
を
減
額
し
、
公
民
館
使
用
料

を
無
料
に
し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
障
害
者
福
祉
費
を

増
額
し
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
と
自

動
車
燃
料
券
の
支
給
枚
数
を
増
や

し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
費
を
増
額
し
、
新
た
に

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
調
査
設
計
委
託
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
福
祉
費
を
増
額
し
、

77
歳
の
方
に
商
品
券
を
贈
呈
し
ま

す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
を
増
額
す
る
こ
と
で
保
険
料

や
保
険
税
の
軽
減
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
館
費
を
増
額
し
、
新

た
な
児
童
セ
ン
タ
ー
整
備
の
調
査

修
正
案

 
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
は

　
　
　
　
　

６
０
８
億
５
千
万
円 

北
朝
鮮
に
よ
る
核
実
験
強
行
に
断
固
抗
議
し
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
計
画
の

即
時
中
止
と
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
へ
誠
実
な
努
力
を
求
め
る
決
議
を
可
決

平
成
25
年
度
一
般

会
計
予
算
を
可
決

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
へ
の
企
業

誘
致
に
よ
る
土
地
利
用
推
進
の
た

め
、
主
要
道
路
整
備
の
調
査
設
計

を
行
い
、
ま
た
橋き
ょ
う
り
ょ
う梁
の
長
寿
命
化

へ
の
修
繕
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

教
育
・
文
化
分
野
で
は
、
昨
年

度
に
続
き
、
小
中
学
校
の
校
舎
や

体
育
館
の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

　

産
業
・
経
済
分
野
で
は
、
本
市

産
の
食
材
を
生
か
し
た
食
品
を
、

「
か
す
か
べ
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
に
認
定
し
て
発
信
す
る
こ
と

で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
地
域

イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
広
報
活
動
の
充
実

の
た
め
、
「
広
報
か
す
か
べ
」
を

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
と
し
、
さ
ら
に
カ

ラ
ー
ペ
ー
ジ
を
導
入
し
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
や
法

人
市
民
税
の
減
収
な
ど
か
ら
２
・

７
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
、
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

区 　 　 分 予　算　額 前年度増減率
一 般 会 計 608億5,000万円 △   2.7

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 281億5,026万5,000円 1.3
介 護 保 険 137億2,301万1,000円 7.9
後 期 高 齢 者 医 療 21億2,342万9,000円 9.8
土 地 取 得 5億5,147万2,000円 △ 16.4
西金野井第二土地区画整理事業 2億7,927万9,000円 26.6
看 護 専 門 学 校 1億5,665万3,000円 6.7

企
業
会
計

下 水 道 事 業 84億4,113万9,000円 　 皆増
病 院 事 業 83億8,665万6,000円 6.9
水 道 事 業 54億4,504万8,000円 △ 12.2
総　　　　額 1,281億695万2,000円 1.6

（　）内は、構成比率　　※前年度増減率は、平成 24 年度当初予算との比較

平成25年度　会計別予算
当初予算総額　1,281億695万2,000円

◦  一般会計（47.5％）
608億5,000万円

◦国民健康保険
　（22.0％）

  ◦介護保険
　（10.7％） 

病院事業
（6.5％）

水道事業
（4.3％）

看護専門学校
（0.1％）

西金野井第二
土地区画整理
事業   （0.2％）

土地取得
（0.4％）

後期高齢者医療
（1.7％）

企業会計（17.4％）
222億7,284万3千円

特別会計（35.1％）
449億8,410万9千円

◦ 
◦ 

◦ 

◦ 

◦ ◦ ◦ 

◦ 

下水道事業
（6.6％）

◦ 
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討
　
論

　

原
案
は
、
地
方
交
付
税
と
そ
の

代
替
措
置
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策

必
要
な
財
源
を
確
保
し

適

正

な

予

算

配

分

の

原
案
に
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

原
案
は
、
平
成
24
年
12
月
の
衆

議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果
か
ら
国

政
が
揺
れ
動
く
中
、
必
要
な
財
源

を
確
保
し
、
総
合
振
興
計
画
後
期

基
本
計
画
の
重
点
事
業
に
優
先
的

な
予
算
配
分
を
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
分
野
で
、
子
育
て
家
庭
の
支
援

の
た
め
、
こ
ど
も
医
療
費
通
院
分

を
中
学
校
修
了
ま
で
引
き
上
げ
ま

す
。
生
活
・
環
境
分
野
で
は
、
環

境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

ご
み
焼
却
熱
発
電
の
余
剰
電
力
の

売
電
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
都
市

基
盤
分
野
で
は
、
都
市
基
盤
充
実

の
た
め
、
事
業
が
進
捗
で
き
る
予

算
と
し
て
い
ま
す
。
教
育
・
文
化

分
野
で
は
、
小
中
学
校
の
耐
震
化

や
各
公
民
館
の
施
設
改
修
で
安
全

確
保
と
生
涯
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

産
業
経
済
分
野
で
は
、
地
域
経
済

活
性
化
の
た
め
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
分
野

で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
充

実
の
た
め
、
官
学
連
携
団
地
活
性

化
推
進
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。
行
財
政
改
革
分
野
で
は
、
広

報
紙
充
実
の
た
め
タ
ブ
ロ
イ
ド
化

や
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を
導
入
し
ま
す
。

　

一
方
、
修
正
案
で
は
、
歳
入
は
、

条
例
に
定
め
ら
れ
た
公
民
館
施
設

使
用
料
を
減
額
し
、
歳
出
事
業
費

の
増
額
分
を
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
の
取
り
崩
し
で
賄
い
ま
す
。
歳

出
は
、
法
の
基
準
を
超
え
る
繰
出

金
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
な
ど
に
増
額
し
て
、
不
測
の
財

源
不
足
に
活
用
す
る
財
政
調
整
基

金
を
安
易
に
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
原
案
に
賛

成
し
、
修
正
案
に
反
対
し
ま
す
。

北
朝
鮮
に
よ
る
核
実
験
強
行
に

断
固
抗
議
し
、
核
・
ミ
サ
イ
ル

計
画
の
即
時
中
止
と
朝
鮮
半
島
の

非
核
化
へ
誠
実
な
努
力
を
求
め
る
決
議

議
員
提
出
議
案

債
の
合
計
を
、
１
１
７
億
円
と
見

積
も
っ
た
こ
と
は
適
正
な
判
断
で

す
が
、
過
去
の
繰
越
金
を
見
る
と

あ
と
３
億
円
は
多
く
見
積
も
り
で

き
ま
す
。
基
金
総
額
は
、
平
成
25

年
度
末
で
は
97
億
円
も
あ
り
、
市

が
自
由
に
使
え
る
財
政
調
整
基
金

残
高
も
31
億
円
の
見
込
み
で
す
。

　

一
方
で
、
起
債
残
高
は
平
成
25

年
度
見
込
み
で
６
４
６
億
円
で
す

が
実
質
的
な
借
金
は
30
数
パ
ー
セ

ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
個
人
住
民

税
が
４
年
間
で
12
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
も
落
ち
込
み
、
市
民
生
活
が
非

常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
を

み
れ
ば
市
民
負
担
を
可
能
な
限
り

軽
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

修
正
案
は
、
①
公
民
館
を
無
料

に
戻
す
、
②
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
、

自
動
車
燃
料
券
の
削
減
前
へ
の
復

元
、
③
「
ふ
じ
学
園
」
の
建
て
替

え
、
④
長
寿
祝
金
と
し
て
77
歳
の

方
に
１
万
円
の
市
内
共
通
商
品
券

の
贈
呈
、
⑤
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
１
人
５
０
０
０
円
減
額
、

⑥
介
護
保
険
料
を
値
上
げ
前
に
戻

す
、
⑦
国
民
健
康
保
険
税
を
１
世

帯
当
た
り
１
万
円
減
額
す
る
、
⑧

新
た
な
児
童
館
の
建
設
、
⑨
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
、

⑩
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発

行
、
⑪
小
中
学
校
普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
整
備
、
⑫
給
食
の
安
全

の
た
め
に
放
射
能
測
定
機
器
を
購

入
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
修
正
に
よ
り
、
市
民

生
活
や
子
ど
も
の
命
と
健
康
を
守

り
、
市
民
の
活
動
を
保
障
し
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
修
正
案
に

賛
成
し
、
原
案
に
反
対
し
ま
す
。

埼

葛

広

域

農

道

の

埼
玉
県
に
よ
る
管
理
と

整
備
を
求
め
る
請
願

〇
請
願
要
旨

１　

埼
葛
広
域
農
道
を
埼
玉
県
道

と
す
る
こ
と

２　

埼
玉
県
に
お
い
て
埼
葛
広
域

農
道
を
計
画
的
に
拡
幅
整
備
す
る

こ
と

〇
請
願
者
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

石
島　

忠
夫

　
　
　
　
　
【
全
員
一
致
で
採
択
】

設
計
委
託
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

商
工
振
興
費
を
増
額
し
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
と
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
に

助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学

校
費
と
中
学
校
費
を
増
額
し
普
通

教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、
春

日
部
地
域
の
各
中
学
校
と
給
食
セ

ン
タ
ー
に
１
台
ず
つ
放
射
性
物
質

検
査
機
器
を
設
置
し
ま
す
。

　

な
お
、
修
正
総
額
は
12
億
５
０

０
６
万
５
０
０
０
円
の
増
額
に
な

り
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
【
賛
成
少
数
で
否
決
】

長
引
く
不
況
か
ら
市
民
生
活
を

守
り
市
民
活
動
を
保
障
す
る

修
正
案
に
賛
成
（
日
本
共
産
党
）

　

２
０
１
３
年
２
月
12
日
、
北
朝

鮮
は
、
２
０
０
６
年
と
２
０
０
９

年
に
続
く
３
度
目
の
地
下
核
実
験

を
強
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
北

東
ア
ジ
ア
全
体
の
平
和
と
安
全
を

脅
か
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
核

兵
器
全
面
禁
止
の
流
れ
に
真
っ
向

か
ら
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
強
く

抗
議
し
ま
す
。
今
回
の
行
為
は
、

い
か
な
る
口
実
に
よ
っ
て
も
正
当

化
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
は
、

北
朝
鮮
に
対
し
て
、「
い
か
な
る

核
実
験
ま
た
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技

術
を
使
用
し
た
発
射
も
こ
れ
以
上

実
施
し
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
」

（
決
議
１
８
７
４
）、「
さ
ら
な
る

発
射
ま
た
は
核
実
験
の
場
合
に
は

重
要
な
行
動
を
と
る
決
意
を
表
明

す
る
」（
決
議
２
０
８
７
）
と
し

て
い
ま
す
。

　

北
朝
鮮
は
、
国
際
社
会
の
一
員

で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
決
議
を
受

け
入
れ
、
一
切
の
核
・
ミ
サ
イ
ル

計
画
を
即
時
中
止
し
、
朝
鮮
半
島

の
非
核
化
へ
誠
実
な
努
力
を
強
く

求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
北
朝
鮮
が
速
や
か
に
全

面
的
な
拉
致
問
題
の
解
決
を
図
る

こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
国
に
お
い
て
は
、
国
際
社
会

と
の
緊
密
な
連
携
の
中
で
、
国
連

決
議
に
基
づ
く
制
裁
の
強
化
を
求

め
ま
す
。

　
　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
25
年
３
月
14
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

　
　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

請
　
　
　
　
願


